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本
人
通
知
制
度
に

ご
登
録
を

代
理
人
や
第
三
者
が
証
明
書
を
取
得
時
に
通
知

　

本
人
通
知
制
度
は
、
市
が
住
民

票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事

前
登
録
し
た
人
に
対
し
て
そ
の
事

実
を
郵
送
で
通
知
す
る
制
度
で
す
。

住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得
の
抑
止

や
早
期
発
見
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
第
三
者
か

ら
住
民
票
な
ど
の
交
付
請
求
が
あ

っ
た
場
合
に
、
本
人
へ
確
認
し
た

り
、
請
求
を
拒
否
し
た
り
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
通
知
対
象
の
証
明
書
（
除
票
や

除
籍
を
含
む
）

①
住
民
票
の
写
し

②
戸
籍
の
附
票
の
写
し

③
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

④
戸
籍
の
謄
抄
本

⑤
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

◆
本
人
通
知
の
内
容

①
交
付
年
月
日

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類

③
交
付
通
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別
（
登
録
者

　

の
代
理
人
、
登
録
者
の
親
族
等

　

の
代
理
人
、
個
人
・
法
人
・
八

　

業
士
な
ど
の

　

第
三
者
）

⑤
交
付
請
求
者
が
登
録
者
の
代
理

　

人
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
代
理

　

人
の
氏
名
・
住
所

◆
登
録
で
き
る
方

　

西
脇
市
の
住
民
基
本
台
帳
、
戸

籍
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方
、
過
去
に
記
録
さ
れ

て
い
た
方

◆
登
録
に
必
要
な
も
の

①
事
前
登
録
申
出
書
（
戸
籍
住
民

　

課
、
各
隣
保
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　

パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
等
）

③
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の
本
人

　

確
認
書
類
（
代
理
人
に
よ
る
申

　

し
出
の
場
合
）

◆
変
更
等
の
届
け
出

　

登
録
後
に
住
所
な
ど
の
変
更
が

生
じ
た
場
合
や
登
録
を
廃
止
す
る

場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す

◆
申
請
・
問
合
せ

　

戸
籍
住
民
課
（
市
役
所
内
線
２

４
６
）

　西脇市では黒田庄和牛や山田錦、イチ
ゴなど全国に誇れる地域食材が生産され
ており、さまざまな農業振興施策を推進
しています。このコラムでは、本市の農
業に関する旬な情報をお伝えします。
■問合せ　農林振興課（市役所内線322）

▲学校給食を味わいながら献立に使われている「だし」を学習

そうしん

戸籍

お正月は日本の「おいしい」を再確認
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「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
本

来
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
介
護
や

家
族
の
世
話
を
す
る
子
ど
も
や
若

者
た
ち
を
そ
う
呼
び
ま
す
。
家
族

の
ケ
ア
に
取
り
組
む
た
め
に
学
校

に
行
け
な
い
、
友
達
付
き
合
い
が

難
し
く
な
る
、
さ
ら
に
は
進
学
や

就
職
、
結
婚
な
ど
、
人
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
介
護
中
の
祖
母
を
孫
が

殺
害
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
報
道

も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
18
歳
か
ら
約
10
年
間
、
大

阪
に
住
む
祖
父
母
と
と
も
に
暮
ら

し
ま
し
た
。
祖
母
は
と
て
も
元
気

な
人
で
、
祖
父
や
私
の
た
め
に
炊

事
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど
、
全
て
の

家
事
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
祖
父
が
亡
く
な
り
、

私
も
就
職
し
、
帰
宅
が
遅
く
な
る

に
つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
祖
母
に
変

化
が
現
れ
ま
し
た
。
紛
失
し
た
財

布
が
冷
蔵
庫
か
ら
見
つ
か
る
、
静

か
な
夜
に
「
物
音
が
気
に
な
る
」

と
訴
え
る
、
排
せ
つ
を
失
敗
す
る

―
。
祖
母
は
認
知
症
を
患
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
で
き
て
い
た
の
に
、

ど
う
し
て
で
き
な
い
の
」
余
裕
の

な
い
私
は
、
そ
ん
な
祖
母
の
言
動

を
問
い
詰
め
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
私
は
両
親
に
相
談
し
、
祖
母

を
施
設
に
入
れ
ま
し
た
。
祖
母
に

と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、
苦

し
み
悩
ん
だ
上
で
の
決
断
で
し
た
。

　

祖
母
が
亡
く
な
っ
て
３
年
。
私

は
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
祖
母
に

取
っ
た
行
動
を
後
悔
す
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、「
そ
の
時

は
そ
う
す
る
し
か
他
に
選
択
肢
は

な
か
っ
た
」
と
も
思
う
の
で
す
。

私
に
は
認
知
症
と
い
う
病
に
関
す

る
正
し
い
知
識
も
な
け
れ
ば
、
悩

み
を
相
談
で
き
る
心
安
い
隣
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
29
年
に
実
施
さ
れ
た
総
務

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
30
歳
未
満

の
介
護
者
は
約
21
万
人
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
苦
し
い
状
況
を
抱
え
込
ん
で

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
声
を
上
げ

ら
れ
な
い
若
者
が
私
た
ち
の
身
近

に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
周
り

に
い
る
大
人
に
何
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

将
来
を
担
う
若
者
た
ち
に
と
っ

て
、
明
る
い
希
望
が
持
て
る
社
会

で
あ
る
た
め
に
。
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
課
）

祖
母
と
暮
ら
し
た
10
年

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
課
コ
ラ
ム
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　おせち料理はお正月を祝う日本の伝統料理ですが、地域
によってその中身はさまざま。地域の気候や風土が反映さ
れた料理は日本の歴史の縮図でもあり、使用する具材に込
められた意味や由来を知ると、より楽しむことができます。
◆黒豆
　大豆の一種で正しくは黒大豆といいます。兵庫県の出荷
量は全国一位。市内でも盛んに栽培されています。お正月
の黒豆には「黒くなるまで、まめに働く」という意味が込
められていると伝わります。
◆サトイモ
　種イモを植えると子イモがたくさん付くことから、子孫
繁栄の願いが込められています。黒田庄町大門で育てられ
る伝統野菜のサトイモは色が白くてきめ細かく、上品な味
わいが特長です。
　この他、お正月に飲む「祝い酒（日本酒）」は、その年
の邪気を払い、健康で幸福を迎えられるといわれます。地
元の食材を使ったおせち料理や日本酒でお正月を祝い、日
本の食文化を次世代に伝えませんか。

　
学
校
給
食
は
教
育
の
ひ
と
つ

　　

学
校
給
食
は
「
食
べ
る
」
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食
の
時
間

に
は
準
備
や
片
付
け
と
い
っ
た
共

同
作
業
が
あ
り
、
責
任
感
や
連
帯

感
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給

食
に
携
わ
る
人
へ
感
謝
す
る
気
持

ち
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

心
を
育
み
ま
す
。
正
し
い
手
洗
い

方
法
や
お
箸
の
使
い
方
、
食
事
マ

ナ
ー
な
ど
も
指
導
。
給
食
を
通
し

て
食
材
の
産
地
や
栄
養
面
の
特
長
、

体
へ
の
働
き
を
学
ぶ
ほ
か
、
郷
土

食
や
行
事
食
な
ど
の
食
文
化
を
学

ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
「
食
育
」
は
、
栄
養
教
諭

と
各
校
が
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
元
食
材
で「
地
産
地
消
」を
推
進

　　

学
校
給
食
で
は
、
積
極
的
に
地

元
野
菜
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
地

元
食
材
の
消
費
を
応
援
す
る
た
め
、

例
年
１
回
だ
け
の
黒
田
庄
和
牛
を

使
っ
た
献
立
が
４
回
登
場
。
来
月

に
は
ス
テ
ー
キ
を
提
供
し
ま
す
。

地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
地
産
地
消
を
進
め
、
郷
土
を
知

る
教
材
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
を
通
じ
て「
食
」の
多
様

性
を
学
習

　　

今
年
の
学
校
給
食
週
間
に
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
願

っ
て
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
国
の
郷
土
料
理
等
を
提
供
す
る

予
定
で
す
。
食
体
験
を
通
じ
て
、

異
な
る
国
の
文
化
や
食
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
献
立
表
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
22-

６
０
４
１
）

「
学
校
給
食
」
は
学
び
の
宝
庫

広報にしわき　令和3年1月号広報にしわき　令和3年1月号 20

旬菜館ではさまざ
まなサ

イズのサトイモを
販売

　成人を迎えると契約時に親の同意が必要な
くなり、自分の意思で契約することができま
す。その反面、責任は自分自身が負うことと
なります。契約時のトラブルでは、男性は
「もうけ話」「サイドビジネス」などお金に
関すること、女性は「エステ」などの美容に
関することが多い傾向にありますので、注意
しましょう。
◆事例とアドバイス①
　友人から「もうかる話がある」と言われ、
よく分からないまま消費者金融で大金を借り
て渡した。契約書や領収書はもらっていない。
→もうけ話は安易に信じてはいけません。友
　人の勧めでも、きっぱり断りましょう。
◆事例とアドバイス②
　痩身エステの中途解約を申し出たが、支払
請求額が高額すぎて納得できない。
→契約するときはよく考え、軽い気持ちで契
　約してはいけません。
　これらの事例以外にも、「すぐに元が取れ
る」と借金やクレジット契約を勧められるこ
とがあります。
　困ったときは西脇市消費生活センターへご
相談ください。

心紡いで　彩り豊かな人財の育成
～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる　共生社会の実現に向けて～

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

１
月
24
日
〜
30
日
は
「
全
国
学
校
給
食
週
間
」

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
学
校
給
食
は
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
保
ち
、
よ
り

良
い
成
長
を
促
す
た
め
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。
西
脇
市
で
は
栄
養

教
諭
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
献
立
を
作
成
。
小
中
学
校
と

幼
稚
園
に
給
食
を
提
供
し
、
「
食
べ
る
こ
と
」
を
通
し
た
教
育
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
全
国
学
校
給
食
週
間
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
週
間
に
は
、

「
全
国
味
め
ぐ
り
」
や
「
昔
の
給
食
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
献
立
を
決

め
、
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。


